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人間発達環境学研究科 
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学 
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1994年3月 奈良県 私立 東大寺学園高等学校 卒業 

1994年4月 京都大学 教育学部 入学 

1998年3月 京都大学 教育学部 教育学科 卒業 

1998年4月 京都大学 教育学部 科目等履修生（～1999年3月） 

1999年4月 滋賀大学 大学院 教育学研究科 修士課程 入学 

2001年3月 滋賀大学 大学院 教育学研究科 修士課程 修了 

2001年4月 

2002年4月 

2005年3月 

滋賀大学 大学院 教育学研究科 科目等履修生（～2002年3月） 

神戸大学 大学院 総合人間科学研究科 博士後期課程 入学 

神戸大学 大学院 総合人間科学研究科 博士後期課程 修了 

職 

歴 

年 月 事 項 

2004年4月 

2005年4月 

2007年4月 

2010年10月 

2015年3月 

日本学術振興会 特別研究員DC2（～2005年3月） 

三重大学 教育学部 専任講師（～2007年3月） 

三重大学 教育学部 准教授（～2010年9月） 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 准教授（～2023年6月） 

アメリカ・シラキュース大学 教育学部 客員研究員（～2016年3月）

学 

位 

年 月 事 項 

2005年3月 博士（学術）（神戸大学） 



  

著書及び学術論文等目録 

 

【研究活動】 

 

Ⅰ．著書 

＜単著＞ 

 

1. アメリカの教室に入ってみた：貧困地区の公立学校か

ら超インクルーシブ教育まで 

 

2. 目からウロコ！驚愕と共感の自閉症スペクトラム入門 

 

 

3. 子育てのノロイをほぐしましょう：発達障害の子どもに学

ぶ 

 

ひとなる書房 

220p. 

 

全障研出版部 

143p. 

 

日本評論社 

216p. 

2017．1 

 

 

2018．8 

 

 

2021．2 

＜編著･共著＞ 

 

1. ホントのねがいをつかむ：自閉症児を育む教育実践                         

(赤木和重･佐藤比呂二) 

「はじめに」「障害特性に応じつつ障害特性をこえていく教育へ：自

閉症理解と教育実践」 

 

 

2. 見方が変われば願いが見える：保育･障害者作業所の実

践を拓く 

(赤木和重･社会福祉法人コスモス 編)   

「働くことの意味を広く，深くつかまえよう」「安全な実践をめざすこと

は，豊かな実践をつくること」「食は心身を豊かにする ただし，施設

内に給食職員がいてこそ実現される」「豊かな内面は，豊かな生活

から生まれる」「仲間どうしのつながりは，『想定外』の力をひきだす」

「『しんどさ』を出しあえるとき，マイナスはきっとプラスになる」「配慮

あるあたりまえの生活が，重い障害のある仲間の命を輝かせる」「違

いを意識しつつ，一緒につながる 健聴の仲間とろう重複の仲間が

共にいる実践」「『気になる子ども』の保護者とのつながりが，保育を

きりひらく」「親と共に揺れながら，親の力をひきだす」「見方が変わ

れば願いが見える 実践をすすめる基本的視点」  

 

3. キミヤーズの教材･教具:知的好奇心を引き出す 

(赤木和重･村上公也 編)   

「はじめに」「教材･教具を語る」「村上実践を読み解く」 

 

4. 0123 発達と保育：年齢から読み解く子どもの世界 

(松本博雄･常田美穂･川田 学･赤木和重)   

「ボクはボクである でもけっこうテキトウ」 

全障研出版部 

pp.3-6, pp.85-131 

 

 

 

 

クリエイツかもがわ 

pp.33-34, pp.44-46, pp.59-61, pp.84-

86, pp.102-103, pp.128-130, pp.144-

145, pp.161-162, pp.178-179, pp.192-

193, pp.195-212 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリエイツかもがわ 

pp.2-3, pp.89-136, pp.137-179 

 

 

ミネルヴァ書房 

pp.121-157 

 

2009．5 

 

 

 

 

 

2009．11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011．1 

 

 

 

2011．3 

 

 



  

 

5. 「気になる子」と言わない保育：こんなときどうする？考え方

と手立て 

(赤木和重･岡村由紀子 編)   

「発達の視点から『気になる子』を理解する」「あとがき」 

 

6. どの子にもあ～楽しかった！の毎日を：発達の視点と保育

の手立てをむすぶ 

(赤木和重･岡村由紀子･金子明子･馬飼野陽美) 

「発達を学ぶ『保育を楽しく！』を確信するために」   

 

7. 実践，楽しんでますか？：発達保障からみた障害児者のラ

イフステージ 

(木下孝司･川地亜弥子･赤木和重･河南勝･全国障害者問題研究

会兵庫支部)   

「実践 青年･成人期コメント」「実践を読み解く 知的障害や自閉症

のある青年･成人期の発達理解」 

 

8. PBL 事例シナリオ教育で教師を育てる：教育的事象の深

い理解をめざした対話的教育方法 

(赤木和重･山田康彦･森脇健夫･根津知佳子･中西康雅･大日方真

史･守山紗弥加･前原裕樹･大西宏明 編) 

「対話的事例シナリオの作成と授業過程」「インクルーシブ教育を考

える」 

 

9. ユーモア的即興から生まれる表現の創発：発達障害･新喜

劇･ノリツッコミ 

(赤木和重 編) 

「はじめに」「ユーモアと即興が生み出す障害児の創造的発達：特

別支援教育の新しいかたち」「あとがき『にもかかわらず，笑う』」 

 

10. アメリカの教室に入ってみた：貧困地区の公立学校から超

インクルーシブ教育まで(DVD 付特別版) 

(赤木和重 編) 

「はじめに」「貧困地区の公立学校」「インクルーシブ教育の異なるか

たち」「おわりに」 

 

11. 友だちのこまったがわかる絵本：みんなちがってみんない

い 

(WILL 子ども知育研究所 編･著 赤木和重 監修) 

 

 

ひとなる書房 

pp.11-99の一部, pp.102-124, pp.152-

153 

 

 

ひとなる書房 

pp.8-22 

 

 

 

クリエイツかもがわ 

pp.143-147, pp.150-176 

 

 

 

 

 

三恵社 

pp.41-47, pp.128-133 

 

 

 

 

 

クリエイツかもがわ 

pp.3-13, pp.159-186, pp.187-191 

 

 

 

 

ひとなる書房 

pp.2-7, pp.15-87, pp.89-208, pp.209-

213 

 

 

 

金の星社 

 

2013．8 

 

 

 

 

2017．8 

 

 

 

 

2017．8 

 

 

 

 

 

 

2018．9 

 

 

 

 

 

 

2019．1 

 

 

 

 

 

2021．5 

 

 

 

 

 

2022．9 

＜分担執筆＞ 

 

1. 思春期の自己形成 

(都筑学 編) 

ゆまに書房 

pp.235-259 

2006．10 

 



  

「思春期をむかえた発達障害児の自己の発達と障害」 

 

2. 発達障害のある子どもの自己を育てる：内面世界の成長

を支える教育･支援 

(田中道治･都筑学･別府哲･小島道生 編) 

「知的障害のある自閉症児･者の自己の発達と支援」 

 

3. 卒論･修論をはじめるための心理学理論ガイドブック 

(夏堀睦･加藤弘通 編)   

「極微の変化に発達の可能性をみる：田中昌人『人間発達の科学』」   

「発達,障害,進化が交差するものとしての自閉症：バロン＝コーエン 

『自閉症とマインドブラインドネス』」   

 

4. 障害者の人権と発達 

(荒川智･越野和之 編)   

「自閉症研究の論点：発達研究･療育論の視点から」   

 

5. やさしい発達心理学 

(都筑学 編)   

「違うけど同じ自己：高機能自閉症児の思春期」   

 

6. 資料でわかる認知発達心理学入門 

(加藤義信 編)   

「乳児の意図理解の発達」   

 

7. 発達障害のある子どもがのびる！かわる！：自己決定力

を育てる教育･支援 

(小島道生･石橋由紀子 編)   

「知的障害のある自閉症児：『絵カードから一つ選ぶ』支援のその先

を」  

 

8. 教育と保育のための発達診断 

(白石正久･白石恵理子 編) 

「自閉症の発達的理解と発達診断：発達的に 1 歳半頃に焦点をあ

てて」   

 

9. 「自尊心」を大切にした高機能自閉症児の理解と支援 

(別府哲･小島道生編) 

「高機能自閉症の基礎理解：まずは知ることから」「認知の発達と内

面世界」 

 

10. 認知心理学 

(箱田裕司･都築誉史･川畑秀明･萩原滋 編) 

「教示行為の発達」 

 

 

 

ナカニシヤ出版 

pp.28-42 

 

 

 

ナカニシヤ出版 

pp.70-80, 123-132  

 

 

 

 

全障研出版部 

pp.130-141 

 

 

ナカニシヤ出版 

pp.232-246 

 

 

ひとなる書房 

pp.44-58 

 

 

明治図書 

pp.76-82 

 

 

 

 

全障研出版部 

pp.83-97 

 

 

 

有斐閣 

pp.3-24, pp.53-78 

 

 

 

有斐閣 

p.375 

 

 

 

 

2007．3 

 

 

 

 

2007．4 

 

 

 

 

 

2007．8 

 

 

 

2008．4 

 

 

 

2008．5 

 

 

 

2008．11 

 

 

 

 

 

2009．8 

 

 

 

 

2010．6 

 

 

 

 

2010．6 

 

 

 



  

11. ひとつ上をいく卒論･修論を書くための心理学理論ガイド

ブック 

(山本 睦･加藤弘通 編) 

「『抵抗』が身体･知性･意志をわがものにする」「自閉症の発見を導

いた子どもの見方」 

 

12. 子育て支援ハンドブック 

(日本小児科学会･日本小児保健協会･日本小児科医会･日本小児

科連絡協議会ワーキンググループ 編) 

「社会性の発達の評価」 

 

13. 他者とかかわる心の発達心理学：子どもの社会性はどの

ように育つか 

(清水由紀･林創 編) 

「教える行動の発達と障害」 

 

14. 中学･高校教師になるための教育心理学(第3版) 

(心理科学研究会 編) 

「障害のある生徒の発達」「障害のある子どもを教える」 

 

 

15. 子どもの「心の声」に寄り添う支援 

(金子直由 編)   

「解説 本書を深く読む：『心の声』をめぐって」  

 

16. 障害のある子どもの教育目標･教育評価：重症児を中心

に 

(三木裕和･越野和之･障害児教育の教育目標教育評価研究会 

編) 

「心理学からみた特別支援教育におけるエビデンス」 

 

17. 「心の理論」から学ぶ発達の基礎：教育･保育･自閉症理

解への道 

(子安増生 編) 

「『心の理論』と教示行為：子どもを教えるのではなく子どもが教え

る」 

 

18. 心の理論：第2世代の研究へ 

(子安増生･郷式徹 編) 

「『心の理論』と教示行為」 

 

19. 人間発達研究の創出と展開 

(中村隆一･渡部昭男 編) 

「授業研究と田中昌人」 

 

ナカニシヤ出版 

pp.13-24, pp.36-46 

 

 

 

 

日本小児医事出版社 

pp.334-339 

 

 

 

金子書房 

pp.147-164 

 

 

 

有斐閣 

pp.54-63, pp.140-147 

 

 

 

クリエイツかもがわ 

pp.151-155 

 

 

クリエイツかもがわ 

pp.54-69 

 

 

 

 

ミネルヴァ書房 

pp.119-130 

 

 

 

 

新曜社 

pp.105－117 

 

 

群青社 

pp.158-159 

 

 

2011．8 

 

 

 

 

 

2011．11 

 

 

 

 

2012．3 

 

 

 

 

2012．4 

 

 

 

 

2012．8 

 

 

 

2014．8 

 

 

 

 

 

2016．3 

 

 

 

 

 

2016．3 

 

 

 

2016．7 

 

 

 



  

20. 教職教養講座 第9巻 発達と学習 

(子安増生･明和政子 編) 

「発達･学習の障害と支援」 

 

21. 教師として考えつづけるための教育心理学:多角的な視

点から学校の現実を考える 

(大久保智生･牧郁子 編) 

「発達障害」(赤木和重･古村真帆) 

 

22. 遊び･育ち･経験：子どもの世界を守る(シリーズ子どもの貧

困2) 

(小西祐馬･川田 学･松本伊智朗 編) 

「遊びと遊び心の剥奪：障害と貧困が重なるところで」 

 

23. 教育学年報11：教育研究の新章 

(下司 晶･丸山英樹･青木栄一 編) 

「発達研究：教育学における発達論の衰退のさなかで」 

 

24. 自閉症児･発達障害児の教育目標･教育評価2 

(三木裕和･越野和之･障害児教育の教育目標･教育評価研究会 

編) 

「強度行動障害のある人に対する教育実践の現状と展望」 

 

25. 新･育ちあう乳幼児心理学 

(心理科学研究会 編) 

「どの子にも豊かな毎日と発達を」 

 

26. 学びをめぐる多様性と授業･学校づくり 

(宇野宏幸･一般社団法人LD学会 第29回大会実行委員会 編) 

「アメリカの小さな学校から考えるインクルーシブ教育」 

 

27. 中学･高校教師になるための教育心理学 第4版 

(心理科学研究会 編) 

「発達障害のある生徒の発達」「障害のある生徒を教える」 

 

28. 流行に踊る日本の教育 

(石井英真 編) 

「インクルーシブ教育：「みんなちがって,みんないい」の陰で」 

 

29. 地域と協働する学校：中学校の実践から読み解く思春期

の子どもと地域とのかかわり 

(時岡晴美･大久保智生･岡田涼･平田俊治 編) 

「生徒を変えるのではなく,関係を変える：人間の発達の動きだしに

ついて」 

※2021年度 日本コミュニティ心理学会「出版賞」を受賞 

協同出版 

pp.137-155 

 

 

ナカニシヤ出版 

pp.72-76 

 

 

 

明石書店 

pp.97-124 

 

 

 

世織書房 

pp.161-183 

 

 

クリエイツかもがわ 

pp.36-49 

 

 

 

有斐閣 

pp.228-248 

 

 

金子書房 

pp.128-139 

 

 

有斐閣 

pp.56-63, 146-152 

 

 

東洋館出版社 

pp.121-143 

 

 

福村出版 

pp.168-175 

 

 

 

 

2017.12 

 

 

 

2018．12 

 

 

 

 

2019．5 

 

 

 

 

2019．8 

 

 

 

2019．8 

 

 

 

 

2019．12 

 

 

 

2020．9 

 

 

 

2020．9 

 

 

 

2021．1 

 

 

 

2021．4 

 

 

 

 

 



  

 

30. 応用心理学ハンドブック 

(応用心理学ハンドブック編集委員会 編) 

「発達障害の理解と支援：自閉症スペクトラム障害を中心に」 

(赤木和重･呉文慧) 

 

31. シリーズ学級経営 

(田中耕治 監修) 

「竹沢清『子どもの真実に出会うとき』全障研出版部 について」 

(呉文慧･赤木和重) 

 

 

福村出版 

pp.252-253 

 

 

 

ミネルヴァ書房 

ページ数未定 

 

2022.9 

 

 

 

 

印刷中 

Ⅱ. 学術論文 

＜学位論文＞ 

1. 重度知的障害のある青年期自閉症者における自己発達

と自他関係の構造 

 

 

＜査読付論文＞ 

 

 

 

神戸大学大学院総合人間科学研

究科博士論文 

pp.1-123 

 

 

 

2005．3 

1. 青年期自閉症者における鏡像自己認知：健常幼児との比

較を通して 

 

2. 自己鏡像認知研究の展望：健常児,障害児を対象とした

発達精神病理学的観点からの考察 

 

 

3. 1 歳児は教えることができるか：他者の問題解決困難場面

における積極的教示行為の生起 

(発達心理学会論文賞受賞)  

 

 

4. 言語確認行動を頻発し,指示待ち行動を示した青年期自

閉症者における自我の発達：自他関係の構造に注目して 

 

 

5. 激しい器物破壊行動を示した自閉症者に対する支援： 

対人関係の発達および衝動性の緩和に注目して 

(赤木和重･北口美弥子)  

 

6. 自閉症における「障害特性に応じた教育」再考：障害特性

に応じつつ，障害特性をこえていく教育へ 

 

7. 障害研究における発達段階の意義：自閉症スペクトラム

障害をめぐって 

 

発達心理学研究14 

pp.149-160 

 

人間科学研究（神戸大学発達科

学部人間科学研究センター）11 

pp.51-62 

 

発達心理学研究15 

pp.366-375 

 

 

 

障害者問題研究34 

pp.267-274 

 

 

人間発達研究所紀要20･21 

pp.92-102  

 

 

障害者問題研究36 

pp.180-188   

 

発達心理学研究22 

pp.381-390 

 

2003．8 

 

 

2003．11 

 

 

 

2004．12 

 

 

 

 

2007．2 

 

 

 

2008．10 

 

 

 

2008．11 

 

 

2011．12 

 

 



  

8. 知的障害のある青年が大学生になることに関する一考察

：韓国ナザレ大学リハビリテーション自立学科の調査を通

して 

(近藤龍彰･柴川弘子･森本彩･赤木和重･津田英二)   

 

9. 対話型事例シナリオによる教員養成型PBL教育 

(森脇健夫･山田康彦･根津知佳子･赤木和重･中西康雅･守山紗弥

加･前原裕樹)   

 

10. 学生間の相互性に着目したインクルーシブ教育のケース
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11. 行動障害の強い自閉症児の理解と支援：石田実践へのコ
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障害者教育科学56 

pp.79-80 

 

教育805 

pp.120-121 

 

 

児童心理学の進歩53 

pp.284-288 

 

 

2002．3 

 

 

2008．1 

 

 

2013．2 

 

 

 

2014．6 

 

 

 



  

5. 書評：『崩壊するアメリカの公教育』 

 

 

6. 身体や心を「わがもの」にするには 

書評：『限界を超える子どもたち』 

 

7. 書評：『教える･学ぶ：教育には何ができるか シリーズ子ど

もの貧困3』 

 

8. 書評：『インクルーシブ授業の国際比較研究』 

 

 

9. 書評：『アメリカの学習障害児教育』 

 

 

10. 書評：『発達障害等を有する非行少年と発達支援の研究』 

 

新英語教育581 

p.45 

 

教職研修558 

p.112 

 

授業づくりネットワーク33 

p.119 

 

SNEジャーナル25 

pp.201-204 

 

SNEジャーナル27 

pp.169-172 

 

SNEジャーナル28 

pp.162-166. 

 

2018．1 

 

 

2019．2 

 

 

2019．7 

 

 

2019．10 

 

 

2021．10 

 

 

2022.10 

Ⅴ．学会での口頭発表等(直近5年間) 

 

1. Improvisation comedy among persons with/without 

disabilities 

 

 

2. 障害児の遊びと創造性 

(自主シンポジウム：障害児の遊びにおけるノリと即興姓：心科研編

『僕たちだって遊びたい』のインスピレーションを出発点として 話題

提供) 

 

3. 不確実さを支える発達論 

(自主シンポジウム「インクルーシブ保育における対話を等：不確実

性への耐性とユーモア･ファンタジー」指定討論) 

 

4. 保育者と子ども集団の発達モデルの提唱：0歳児から3歳

児を中心に 

(赤木和重･岡村由紀子･金子明子) 

 

5. 事例シナリオを用いた教員養成型PBL教育の到達点と課

題 

(森脇健夫･山田康彦･中西康雅･大日方真史･守山紗弥加･赤木和

重･根津知佳子･前原裕樹･守山紗弥加･大西宏明) 

 

6. 5歳児の話し合い場面に見る就学前の育ち：合意形成能

力に注目して 

(岡村由紀子･金子明子･赤木和重) 

Play, Perform, Learn, Grow: 

Exploring Creative Community 

Practice 2018 

 

心理科学研究会 

春の全国集会 

 

 

 

日本保育学会 

第71回大会 

 

 

日本保育学会 

第71回大会 

 

 

大学教育研究フォーラム 

第25回 

 

 

 

第10回幼児教育実践学会 

 

 

2018．4 

 

 

 

2018．4 

 

 

 

 

2018．5 

 

 

 

2018．5 

 

 

 

2019．3 

 

 

 

 

2019．8 

 

 



  

 

7. 「学びほぐしunlearn」で自分が変わる 

(自主シンポジウム：当事者から「青年期の学び」の意義を考えるⅢ：

高次脳機能障害の青年の事例から 指定討論) 

 

8. ことばを/つくって/ひねって/さかのぼる～特別支援教育

における「深い」学びとは？～ 

(自主シンポジウム 企画･司会) 

 

9. インクルーシブ時代の「転籍」に関する定量研究：小学校

通常学級在籍児童の「転籍率」の定義と算出方法の提案 

(呉文慧･郭旭坤･金丸彰寿･挽本優･前岡良汰･大塚真由子･赤木

和重) 

 

10. インクルーシブ時代の「転籍」に関する定量研究 (2)：

1968-2018年における小学校通常学級在籍児童の「転籍

率」の歴史的変遷 

(金丸彰寿･呉文慧･郭旭坤･挽本優･前岡良汰･大塚真由子･赤木

和重) 

 

11. 小学校時期における「転籍」に関する定量研究(3)：1968-

2013年における小学校通常学級の「在籍率」の推移 

(赤木和重･郭旭坤･挽本優･前岡良汰･呉文慧･金丸彰寿･大塚真

由子) 

 

12. 特別支援学校教員を対象とした個別の指導計画に関す

る意識調査：作成上の悩みや困難に焦点をあてて 

(赤木和重･大塚真由子) 

 

13. 通常学級における個別支援を他児童はどのように捉えて

いるのか－公正段階および親密度に着目して- 

(古村真帆･赤木和重) 

 

14. 知的障害青年の20歳前後の人格形成を考える：福祉型

専攻科に学ぶ学生(利用者)の事例検討を通して(自主シン

ポジウム 指定討論)  

 

15. 小学校は授業スタンダードをどのように捉えるのか：個人

の権利意識の発達の観点から 

(前岡良汰･赤木和重) 

 

16. 軽度知的障害のある青年の障害受容：「ふつう」にこだわ

っていた青年は,なぜ「ふつう」にこだわらなくなったのか 

(生田邦紘･赤木和重) 

 

 

日本特殊教育学会 

第57回大会 

 

 

日本特殊教育学会 

第57回大会 

 

 

日本特殊教育学会 

第57回大会 

 

 

 

日本特殊教育学会 

第57回大会 

 

 

 

 

日本特殊教育学会 

第57回大会 

 

 

 

日本特別ニーズ教育学会 

第25回研究大会 

 

 

日本特別ニーズ教育学会 

第25回研究大会 

 

 

日本特殊教育学会 

第58回大会 

 

 

日本特別ニーズ教育学会 

第26回研究大会(Web大会) 

 

 

日本発達心理学会 

第32回大会 

 

 

 

2019．9 

 

 

 

2019．9 

 

 

 

2019．9 

 

 

 

 

2019．9 

 

 

 

 

 

2019．9 

 

 

 

 

2019．10 

 

 

 

2019．10 

 

 

 

2020．9 

 

 

 

2020．10 

 

 

 

2021．3 

 

 

 



  

17. 「居る」と「できる」の悩ましい関係 

(自主シンポジウム：小学生が居場所をもてるようになるためにどのよ

うな関わりが必要なのか 指定討論) 

 

18. 第3の実践としての逆SST 

(自主シンポジウム：逆SSTの可能性：新しい支援のための対話的当

事者理解の試み 指定討論) 

 

19. 異年齢混在校在籍児における心理発達の縦断調査(1)：

自尊感情,学習コンピテンス,協同学習に対する動機づけ

に注目して 

(赤木和重･古村真帆･岩瀬直樹) 

 

20. 大学における履修証明制度を活用した知的障害青年の

学び 

(自主シンポジウム：大学における知的障害青年の学びと課題 話

題提供) 

 

21. 特別支援学校教員を対象とした協調運動が苦手な知的

障害児の理解と支援に関する意識調査：教員の専門性に

注目して 

(石井正幸･赤木和重) 

 

22. 特別支援学校の教師は,軽度知的障害のある青年の「障

害受容」をどのように捉えているか？ 

(生田邦紘･赤木和重) 

 

23. Let’s talk about our practice of developmental support: 

The cultural comparison of humor in Britain and Japan 

 

24. 小学生における自尊感情の発達的変化－社会的比較･

継時的比較に着目して- 

(笠谷友里･赤木和重) 

 

25. 「多様性の教育学」構築に向けた対話と研究のインクルー

ジョン：特別支援教育の視点 

 

26. 中学部以降の不器用な知的障害児への運動介入効果に

ついて：特別支援学校中学部生徒のサーキットトレーニン

グを通した協調運動の変化に着目して 

(石井正幸･赤木和重) 

 

27. 特別支援学校教師は,軽度知的障害のある青年の障害

受容をどのように捉えているか 

(生田邦紘･赤木和重) 

日本教育心理学会 

第63回総会 

 

 

日本教育心理学会 

第63回総会 

 

 

日本教育心理学会第63回総会発

表論文集 

 

 

 

日本特殊教育学会 

第59回大会 

 

 

 

日本特別ニーズ教育学会 

第27回研究大会(オンライン) 

 

 

 

日本質的心理学会 

第18回大会 

 

 

日本発達心理学会 

第33回大会･プレワークショップ 

 

日本発達心理学会 

第33回大会 

 

 

異文化間教育学会 

第30回研修会 

 

日本特殊教育学会 

第60回大会 

 

 

 

日本特殊教育学会 

第60回大会 

 

2021．8 

 

 

 

2021．8 

 

 

 

2021．8 

 

 

 

 

2021．9 

 

 

 

 

2021．10 

 

 

 

 

2021．10 

 

 

 

2022．2 

 

 

2022．3 

 

 

 

2022．3 

 

 

2022．9 

 

 

 

 

2022．9 

 

 



  

 

28. 教師と子どもから見た授業スタンダード：定量的研究の知

見から(ラウンドテーブル 企画･司会) 

 

29. インクルーシブな場と障害児の学習権：特別支援学級・学

校の在籍率の視点から（話題提供）  

 

30. 今、日本の特別支援教育で何が起こっているか？：国連

の障害者権利委員会による日本の「障害児を分離してい

る現状の特別支援教育」への要請から考える（話題提供） 

 

31. 現代社会において他者とつながることとは？ 広がりをも

つ自己について考える（指定討論） 

 

32. 対人援助専門職養成に寄与する PBL 対話的事例シナリ

オ教育の探究―非認知能力に着目してー（指定討論） 

 

33. 発達と対話 ―インクルーシブ保育・教育の包摂戦略と発

達（話題提供） 

 

 

 

日本教育方法学会 

第58回大会 

 

教育目標・評価学会 

 

 

日本発達心理学会第34回大会 

 

 

 

日本発達心理学会第34回大会 

 

 

第29回大学教育研究フォーラム 

 

 

日本保育学会第76回大会 

 

 

2022．10 

 

 

2022.12 

 

 

2023.3 

 

 

 

2023.3 

 

 

2023.3 

 

 

2023.5 

 

 




